






































































































































年少（男） 年少（女） 年中（男） 年中（女） 年長（男） 年長（女） 合　　計
K幼稚園 109 94 84 70 37 32 426
N幼稚園 63 58 49 46 29 27 272
S幼稚園 105 104 106 100 74 71 560













































































































































































































































































































































































































































































































南 九 州 地 域 科 学 研 究 所　所 報　第 33 号（2017）
４．結　　論
本研究では鹿児島県における幼児の発育・発達の現状を
検討するために、本学附属幼稚園の協力をもとにその実態
について明らかにしながら、そこにみられる課題などにつ
いて検討していくことを目的とした。その結果以下のこと
が明らかとなった。
１）年代別にみた身長の値は年少児が男児で96.5cm、女児
が95.2cm、年中児が男児で103.2cm、女児が102.1cm、
年長児が男児で109.7cm、女児で108.9cm と男女児とも
に、年少児と年中児および年中児と年長児の間には
0.1％水準で統計的に有意差がみられた。それぞれの年
齢の男児と女児を比較すると統計的な有意差はみられ
なかったものの、男児が女児をわずかに上回っていた。
また、年長児の値は男女児ともに鹿児島県の平均値と
ほぼ同じ値を示していたものの、全国平均値と比較す
るとやや小さかった。
２）年代別にみた体重の値は年少児が男児で14.6kg、女児
が14.0kg、年中児が男児で16.4kg、女児が16.0kg、年長
児が男児で18.2kg、女児で18.1kg と男女児ともに、年
少児と年中児および年中児と年長児の間には0.1％水準
で統計的に有意差がみられた。それぞれの年齢の男児
と女児を比較すると統計的な有意差はみられなかった
ものの、男児が女児をわずかに上回っていた。また、
年長児の値は男女児ともに鹿児島県の平均値とほぼ同
じ値を示していたものの、全国平均値と比較するとや
や小さかった。
３）身長別にみた標準体重より算出した肥満度を比較する
と、＋20％を超える「肥満」と判定された幼児の割合は、
男児の場合年少児が1.8％、年中児が0.4％、年長児が
0.7％であった。一方女児では年少児が0.4％、年中児が
0.9％、年長児が0.0％であった。このうち年長児につい
ては全国値の男児2.34％、女児2.24％や、鹿児島県の平
均値の男児2.55％、女児の2.69％を大きく下回っていた。
４）生まれ月別に身長の値を比較すると、４月～６月生ま
れの身長が最も大きく、１月～３月生まれの値が最も
低くなった。また４月～６月生まれと他の生まれ月の
間や１月～３月生まれと他の生まれ月の間には多くの
間に統計的に有意差がみられた。同様の傾向は女児に
ついてもみられた。
５）生まれ月別に体重の値を比較すると、身長と同様に４
月～６月生まれの体重が最も重く、１月～３月生まれ
の値が最も軽くなった。また生まれ月別にみた体重の
有意差は年少児ほどみられ、同様の傾向は女児につい
てもみられた。
これらのことから、本研究で対象とした本学附属幼稚園
児は、全国値と比較すると身長や体重などやや劣るものの、
鹿児島県平均値と比較すると標準的な体型であることが示
された。一方、肥満度の出現率をみてみると、年長児にお
いては全国値や鹿児島県値を大きく下回る傾向を示し、優
良な発育状況であることが示唆された。このような結果を
引き起こした要因については、今後さらに対象データ数の
増加とともに家庭などへの生活環境に関するアンケート調
査なども実施しながら、明らかにしていきたい。なお、本
研究結果は、授業としての保育内容（健康）で学生に示す
とともに、児童教育学科教員資格審査へ向けた研究の一環
として取り組むものでもあった。
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図18　生まれ月別にみた体重の変化（男児）
図19　生まれ月別にみた体重の変化（女児）
